平成○○年度　　特別活動の指導方針

平成○○年○月○○日

○○○○立○○中学校特別活動部

特別活動の目標
望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団の一員としてよりよい生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、人間としての生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う。

目標達成の観点
1． 望ましい集団活動の育成
様々な集団に所属させながら、その中で互いに理解し合い、高め合い、個人と個人、個人と集団、集団相互がお互いに作用しながら、それぞれの生徒が全人的な発達を遂げ、また所属する集団自体の改善向上を図る事がねらいである。そのため、それぞれの相互作用を重視した「望まし集団活動」を育てることを観点とする。

2． 個人的資質の育成

個々の生徒が、将来において社会的な自己実現を図るために必要とされる資質をまとめ、その基礎を培うことがねらいである。そのため、様々な集団活動を通して、生徒に自己の特質をよりよく理解させ、これを一層伸長する態度を育てることを観点とする。

3． 社会的資質の育成

自己の所属する様々な集団に所属感や連帯感をもち、集団生活の向上のために進んで力を尽くそうとする態度を養うことがねらいである。そのため、様々な体験を通して育成された集団成員としての態度は、家庭や地域社会という社会の成員として、更には将来における様々な社会の成員として、望ましい行動を自ら選択、決定していくための基盤となることを観点とする。

4． 自主的、実践的な態度の育成

集団場面を通して、実践的、体験的に学ぶ活動が行われる。このような活動を通して、生徒は自分がいかに行動すればよいか深く考えたり、感情や衝動を自ら制御して、自ら決定した行動を状況に応じて、着実に遂行したり、現実に即して実行可能な方法をとったりする自主的、実践的な態度を伸長することがねらいである。このため、自主的、実践的な態度を育成することを観点とする。

5． 人間としての生き方の自覚と自己を生かす能力の涵養

様々な活動を通して、自己の判断力や価値観を養い、主体的に物事を選択決定し、責任のある行動をすることのできるよう、人間としての生き方についての自覚を深めさせ、集団や社会の中で自己を生かす能力を養わせることがねらいである。

このため、人間としての生き方の自覚と自己を生かす能力を育てることを観点とする。
具体的な方策
集団活動を通して、五つの観点を達成し、特別活動のねらいに迫るため、学級活動、生徒会活動、進路指導、ボランティア活動を実践する。

1． 学級活動

· 実践的方策

· ねらい

· 励まし合う学級

· 基本的生活習慣の育成

· 課題解決のできる人間性の育成

· 実践的方策

学級会活動の充実
つねにプラス思考、思いやりのある討議、連帯感のある係り活動

· 学級委員等の委員、学習係、生活班、日直、給食当番、掃除当番などの連携

· 朝と帰りの学級会の充実

· テーマに基づいた一分間スピーチ

· 学級歌

生徒との交流を通しての個人理解
· 「学習・生活個人ノート」

学年行事づくり
自主的に創造的な企画・運営による意欲ある活動
· 学年集会

· 宿泊行事、校外学習

· レクリェーション、ボランティア活動

2． 生徒会活動
· ねらい

· 自主的、創造的運営な生徒会活動

· 誰でも連帯感、所属感を体感する生徒会行事
· 具体的な方策

日常活動の充実
有機的なシステム化から日常生活の活性化
· 学級会→中央委員会・専門委員会→全校集会のシステム

· 挨拶運動
· 月間目標、週目標の徹底
生徒会行事の活性化
全員参加による自主的運営
· 生徒総会、全校集会

原案づくり→学級討議→中央委員会、専門委員会→生徒総会、
全校集会→実施→総括反省

誰でも出番のある行事
· 運動会、全校球技大会（種目、応援、係り活動）

· 文化祭、合唱コンクール（舞台、展示発表、係り活動）

· 新入生歓迎会、卒業生を送る会

3． 進路指導

· ねらい

· 自己理解

· 「生き方」の学習

· 進路への関心

· 具体的な方策

進路選択能力の育成
· 自己理解

· 親の生き方に学ぶ

· 先輩の生き方に学ぶ

進路調べ
· 職業調べ

· 社会人、先輩の体験発表

· 高校訪問、職場訪問

· 高校説明会

4． ボランティア活動

· ねらい

· 思いやりの心の育成

· 具体的な方策

· 地域清掃

· 老人ホーム訪問、身体障害者介護補助

· 点字活動によるクリスマスカードの作成

